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「「NARO 植植物物工工場場 つつくくばば実実証証拠拠点点」」のの紹紹介介「「NARO 植植物物工工場場 つつくくばば実実証証拠拠点点」」のの紹紹介介

 施施設設概概要要 施施設設概概要要

 就農人口の減少や過去に例を見ない気候変動といった背景の中、太陽光利用型植物工場で

の収量を飛躍的に向上させ、同時に生産コストを削減できる技術を体系化・普及させること

を目標とし、実証研究に取り組んでいます。日本の施設園芸を高度化・効率化することで、

世界をリードする日本の農業に貢献することを目指しています。
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を目標とし、実証研究に取り組んでいます。日本の施設園芸を高度化・効率化することで、

世界をリードする日本の農業に貢献することを目指しています。

‣ 東西 63 m × 南北 40.5 m、軒高 6.5 m
‣ 床面積 2,551 m2 （栽培面積 1,836 m2）

‣ 被覆資材（屋根）：フッ素系フィルム（梨地）
‣ 被覆資材（側面）：ガラス
‣ 設備：ガス暖房機、ヒートポンプ、細霧システム、

 育苗LED照明装置、
 CO2施用装置
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「「NARO 植植物物工工場場 つつくくばば実実証証拠拠点点」」のの特特徴徴「「NARO 植植物物工工場場 つつくくばば実実証証拠拠点点」」のの特特徴徴

先先端端技技術術へへのの取取組組みみ ＋＋ 要要素素技技術術のの統統合合  =  多多収収ススキキーームムのの提提案案先先端端技技術術へへのの取取組組みみ ＋＋ 要要素素技技術術のの統統合合  =  多多収収ススキキーームムのの提提案案

明明日日のの施施設設園園芸芸をを支支ええるるたためめのの先先端端技技術術のの統統合合とと  SSmmaarrtt  農農業業のの実実現現
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 植物工場つくば実証拠点の紹介ムービーをご覧いただけます。 植物工場つくば実証拠点の紹介ムービーをご覧いただけます。

 日本農業の現状と施設園芸の未来  つくば植物工場の施設の紹介

3

生生育育収収量量予予測測にによよるる多多収収化化

高高度度環環境境制制御御シシスステテムムのの開開発発

 次世代型ユビキタス環境制御システム（UECS）に

よる統合環境制御システムを開発、有効性を実証

 植物工場研修会・ハンズオン講習会を実施

作作業業環環境境のの快快適適・・自自動動化化とと高高度度情情報報利利用用

 作業管理のシステム化、作業の自動化

右写真：農業機械研究部門による

下葉処理ロボットの運用試験

http://www.naro.affrc.go.jp/laboratory/nivfs/plant_factory/index.htmlhttp://www.naro.affrc.go.jp/laboratory/nivfs/plant_factory/index.html
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‣ 東西 9 m × 南北 27 m、軒高 6 m
‣ 床面積 243 m2 （栽培面積 189 m2）

‣ 被覆資材（屋根）：フッ素樹脂フィルム
‣ 被覆資材（側面）：フッ素樹脂フィルム
‣ 設備：ガス暖房機、ヒートポンプ、

 細霧システム、CO2施用装置
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‣ 東西 7.15 m × 南北 16 m、軒高 2.2 m
‣ 床面積 144.4 m2

‣ 被覆資材（屋根）：POフィルム
‣ 被覆資材（側面）：POフィルム
‣ 設備：ガス暖房機、ヒートポンプ、

 細霧システム、CO2施用装置
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ハウス内環境制御で効率的な生産管理

 植物の光合成量に基づいて生育

や収量を予測

 環境や栽培条件を変更したとき

の収量をシミュレーション

2

週末作業が
増えそう
だな
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細霧システム、CO2施用装置

ハウス内環境制御で効率的な生産管理

 植物の光合成量に基づいて生育

や収量を予測

 環境や栽培条件を変更したとき

の収量をシミュレーション
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週末作業が
増えそう
だな
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